
は
じ
め
に

明
治
二
十
年
代
の
山
路
愛
山
は
、
従
来
「
文
学
」
者
と
し
て
の
側
面
が
強
調

さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
、
筆
者
は
、
彼
の
素
志
Ｉ
「
精
神
的
改
革
」
と

い
う
「
天
職
」
ｌ
‐
に
基
づ
き
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
師
と
し
て
の
行
動
と
そ
の

思
想
を
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
か
れ
の
キ
リ
ス

八
目
次
Ｖ

は
じ
め
に

一
『
野
声
反
響
』
の
書
誌
的
素
描

㈲
メ
ソ
ヂ
ス
ト
の
機
関
誌
的
系
譜

。
『
野
声
反
響
』
の
発
行

二
『
野
声
反
響
」
の
思
想

㈲
『
野
声
反
響
』
の
性
格
と
執
筆
陣

。
『
野
声
反
響
』
の
「
徳
教
」
観
Ｉ
教
育
勅
語
問
題
を
中
心
に

結
び

明
治
二
十
年
代
に
お
け
る
一
キ
リ
ス
ト
教
雑
誌

１
１
Ｉ
平
岩
憧
保
の
『
野
声
反
響
』
に
つ
い
て
口

卜
教
信
仰
に
つ
い
て
は
、
未
だ
検
討
・
解
明
さ
れ
る
べ
き
課
題
Ｉ
自
由
キ
リ

ス
ト
教
と
の
、
特
に
金
森
通
倫
・
横
井
時
雄
・
渡
瀬
常
吉
ら
へ
の
批
判
や
論

争
、
儒
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
問
題
等
ｌ
が
残
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
、
こ
れ
ら

は
今
後
持
続
さ
れ
、
検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
が
、
従
来
の
研
究
の
よ
う

に
、
「
現
代
日
本
教
会
史
論
」
（
岬
》
蛸
渤
鼎
織
拒
）
等
の
後
年
の
回
想
的
叙
述

に
無
条
件
に
依
拠
す
る
な
ら
ば
、
愛
山
の
時
代
へ
の
生
々
し
い
関
わ
り
が
見
落

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
メ
ソ
ヂ
ス
ト
の
機
関
誌
で
あ
り
、
愛
山
が
そ
の
編
輯
・

発
行
に
献
身
し
た
初
期
の
『
護
教
』
に
渉
猟
が
及
ば
ぬ
と
い
う
事
情
は
さ
て
お

き
、
彼
を
僥
る
教
会
ｌ
神
学
的
指
導
者
と
し
て
の
外
国
人
宣
教
師
や
、
殊

に
、
愛
山
を
キ
リ
ス
ト
教
に
導
き
、
洗
礼
を
授
け
、
伝
道
師
へ
と
誘
な
っ
た
日

本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
牧
師
平
岩
恒
保
へ
と
研
究
の
対
象
を
広
げ
る
必
要
が
あ

ヲ
（
》
Ｏ

本
稿
は
、
筆
者
の
愛
山
研
究
の
一
環
と
し
て
の
平
岩
恒
保
研
究
を
進
め
る
に

当
り
、
そ
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
彼
の
〃
個
人
誌
〃
で
あ
っ
た
『
野
声
反
響
』

の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
主
題
を
限
定
し
、
平
岩
の
思
想
、
更
に
愛
山

山
本
幸
規

八
五



㈲
メ
ソ
ヂ
ス
ト
の
機
関
誌
的
系
譜

明
治
期
を
通
じ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
雑
誌
が
最
も
多
く
創
刊
さ
れ
た
の
住
一
十

年
代
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
大
部
分
は
短
期
間
で
廃
刊
す
る
が
、
そ
の
中
に
、
こ

れ
か
ら
考
察
す
る
『
野
声
反
響
』
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

明
治
初
年
以
来
の
こ
う
し
た
雑
誌
を
総
合
的
に
論
評
し
た
早
い
例
に
、
「
基
督

２

教
徒
の
新
聞
雑
誌
及
ひ
其
の
記
者
」
（
明
治
一
三
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
表

題
が
示
す
如
く
、
キ
リ
ス
ト
教
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
流
れ
と
関
係
者
を
簡
潔
に

論
評
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
七
一
雑
報
』
以
来
の
二
十
数
種
の
キ
リ
ス
ト
教
誌

と
十
種
の
一
般
誌
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
メ
ソ
ヂ
ス
ト
の
雑
誌
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

メ
ソ
デ
ス
ト
諸
派
は
新
教
各
派
の
中
最
も
響
き
多
き
団
体
に
し
て
、
彼
等
は

伝
道
界
の
騎
兵
隊
な
り
。
〔
中
略
〕
「
六
合
雑
誌
」
の
創
刊
さ
れ
し
後
間
も
な

、
、
、
、

く
、
「
美
会
新
報
」
な
る
も
の
あ
り
ぎ
。
精
密
に
用
意
せ
さ
り
し
も
の
か
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

所
謂
三
号
雑
誌
の
仲
間
に
葬
ら
れ
了
ん
ぬ
。
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
の
平
岩
恒
保

ス
ヲ
ル
ト
、
エ
ン
ト
、
ト
ロ
ー
ウ
エ
ル

、氏
が
、
ス
ポ
ル
ジ
ョ
ン
の
「
剣
と
鐺
」
に
於
け
る
、
ピ
ー
チ
ョ
ル

の
「
ク
リ
ス
チ
ア
ン
、
ユ
ニ
オ
ン
」
に
於
け
る
が
如
き
機
関
を
設
け
ら
れ
ん

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
に
や
、
自
己
の
講
壇
と
し
て
「
野
声
の
反
響
」
を
発
行
せ
ら
れ
た
る
は
、

「
美
会
新
報
」
の
忘
れ
ら
れ
し
よ
り
余
程
後
の
こ
と
な
る
が
、
野
の
秋
草
を

と
の
思
想
的
関
連
に
つ
い
て
は
、
後
日
の
機
会
に
詳
論
す
る
こ
と
と
す
る
。

㈹
拙
稿
「
山
路
愛
山
と
基
督
教
Ｉ
明
治
二
十
年
代
を
中
心
と
し
て
」

『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
』
二
七
号
（
一
九
七
七
年
）
。

一
『
野
声
反
響
』
の
書
誌
的
素
描

過
ぎ
わ
た
る
風
の
吹
き
去
り
て
跡
な
き
が
如
く
、
声
も
留
め
ず
な
り
し
は
、

遺
憾
千
万
な
り
と
謂
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
斯
く
て
巳
む
く
き
に
あ
ら
ね
ば
、

メ
ソ
ヂ
ス
ト
の
団
体
に
て
更
に
大
な
る
計
画
を
定
め
、
公
式
の
機
関
と
も
謂

ふ
べ
き
週
刊
紙
を
発
行
す
る
こ
と
Ｌ
な
り
た
り
。
言
ふ
ま
で
も
な
く
今
日
の

「
護
教
」
是
な
り
。
〔
傍
点
引
用
者
、
以
下
同
〕

４

植
村
正
久
の
著
述
と
さ
れ
る
こ
の
論
評
は
、
『
野
声
反
響
』
に
言
及
し
た
ｖ
数

少
な
い
同
時
代
人
の
証
言
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
同
誌
は
平
岩
憧
保
の

「
講
壇
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
『
美
会
新
報
』
と
『
護
教
』
と
い
う
メ
ソ
ヂ
ス

ト
の
「
公
式
の
機
関
」
の
中
間
・
橋
渡
し
的
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
『
美

会
新
報
』
は
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
消
息
を
辿
っ
て
ゑ
る
と
、

文
中
に
も
『
六
合
雑
誌
』
創
刊
（
明
治
十
三
年
）
後
、
「
間
も
な
く
」
発
行
さ
れ
た

と
あ
る
が
、
そ
の
二
○
号
（
明
治
十
五
年
）
に
「
東
京
下
谷
練
屏
町
二
寓
ス
ル
ー
寒

生
」
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

、
、
、
、

Ｑ
具
理
雑
誌
ト
イ
ヘ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
聞
ク
所
一
一
拠
レ
ハ
メ
ソ
デ
ス
ト
ェ
ピ
ス

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

．
。
〈
ル
教
会
信
徒
諸
君
ノ
発
行
二
係
ル
ト
イ
フ
。
其
第
一
号
〈
美
会
新
報
卜

、
、
、
、
、
、
、
（
マ
マ
）

イ
ヘ
ル
題
号
ヲ
以
テ
ー
ハ
ラ
美
会
〔
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
〕
ノ
主
義
伝
道
ヲ
拡
張
セ

ラ
ル
、
ノ
目
的
ナ
リ
シ
由
二
承
ハ
リ
シ
カ
、
其
議
〈
後
二
至
リ
テ
止
ミ
タ
ル

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（
マ
マ
）

モ
ノ
ト
見
エ
第
二
号
ヨ
リ
今
ノ
題
二
改
リ
テ
広
ク
義
教
ヲ
論
シ
公
会
ノ
利
益

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ヲ
計
ラ
ル
、
モ
ノ
、
如
シ
◎
〔
中
略
〕
去
ル
ー
月
十
一
日
刊
行
ノ
第
三
号
ヲ
見

ル
’
一
、
全
冊
従
頭
至
尾
一
モ
見
ル
｜
一
足
ル
モ
ノ
ナ
ク
宛
ラ
下
等
小
学
ノ
作
文

５

ヲ
編
集
セ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
ト
帷
マ
ル
、
ナ
リ
。

誌
面
に
対
す
る
酷
評
は
さ
て
お
き
、
こ
の
．
寒
生
」
の
報
告
に
よ
っ
て
、

メ
ソ
ヂ
ス
ト
．
エ
ピ
ス
コ
パ
ル

『
美
会
新
報
』
は
明
治
十
四
年
末
に
美
以
教
会
か
ら
伝
道
拡
張
の
目
的

を
も
っ
て
発
行
さ
れ
、
二
号
（
明
治
十
五
年
一
月
ヵ
）
か
ら
『
真
理
雑
誌
』
と
改
題

八
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さ
れ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
三
号
ま
で
存
在
が
確
か
め
ら
れ

る
が
、
そ
れ
以
後
の
消
息
を
辿
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
前
引
文
中
で
も
比
嗽
さ

れ
た
よ
う
に
「
三
号
雑
誌
」
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

明
治
二
十
年
代
に
入
る
と
、
『
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
新
誌
』
の
存
在
が
伝
え
ら

れ
る
。
そ
れ
は
、
明
治
二
十
一
年
十
月
に
美
以
教
会
と
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会

６

双
方
か
ら
委
員
を
出
し
、
月
刊
か
ら
半
月
刊
へ
の
改
革
を
行
な
お
う
と
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
改
革
は
失
敗
し
、
翌
年
十
二
月
頃
『
真
理
の
鏡
』
と
改
題
し

７

８

た
。
更
に
、
二
十
三
年
七
月
に
は
週
刊
と
す
る
た
め
に
休
刊
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
消
息
は
途
絶
え
て
し
ま
う
。
『
基
督
教
新
聞
』
『
福
音
週
報
』
と
鼎
立
す
る

メ
ソ
ヂ
ス
ト
の
週
刊
紙
は
、
そ
の
一
年
後
の
『
護
教
』
創
刊
に
よ
っ
て
実
現
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
美
以
教
会
は
、
明
治
二
十
三
年
二
月
、
そ
の
経
営
す
る
東
京
英
和
学

校
（
後
の
青
山
学
院
）
か
ら
『
須
論
』
（
同
校
内
聖
風
社
）
を
発
行
し
、
二
十
五
年
に

『
青
山
評
論
』
と
改
題
さ
れ
た
。
同
じ
く
美
以
教
会
の
長
崎
の
学
校
（
カ
プ
リ
ー

学
校
か
）
か
ら
『
鉄
硯
』
（
創
刊
年
不
詳
）
が
発
行
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

恥
汪

仙
明
治
二
十
年
代
の
キ
リ
ス
ト
教
雑
誌
の
研
究
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定

し
て
お
り
、
詳
細
は
そ
れ
に
譲
る
。

②
『
福
音
新
報
』
一
六
五
’
八
号
（
明
治
三
一
・
八
・
二
六
’
九
．
一
六
）
。

⑧
同
誌
一
六
七
号
二
・
ヘ
ー
ジ
。

⑳
『
植
村
全
集
」
第
七
巻
（
昭
和
七
年
）
原
文
は
無
署
名
。

⑥
‐
『
六
合
雑
誌
』
二
○
号
（
明
治
一
五
・
二
・
二
八
）
評
説
二
一
五
九
’

六
○
．
ヘ
ー
ジ
。

⑥
『
基
督
教
新
聞
』
二
七
一
号
（
明
治
二
一
・
一
○
・
三
）
三
ペ
ー
ジ
・

平
岩
喧
保
（
一
八
五
七
’
一
九
三
三
）
は
愛
山
と
同
じ
く
幕
臣
の
家
に
生
れ

た
。
彼
は
明
治
八
年
十
一
月
、
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
宣
教
師
カ
ッ
ク
ラ

ン
（
の
⑮
。
侭
①
９
３
国
。
）
か
ら
受
洗
愈
十
年
教
職
試
補
に
な
り
、
十
四
年
九

月
に
按
手
礼
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
甲
府
・
静
岡
の
教
会
を
経
、
二
十
年
六
月

か
ら
麻
布
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
を
牧
し
た
。
こ
の
頃
、
「
先
生
〔
平
岩
〕
は
伝
道
及

び
牧
会
に
力
を
致
さ
れ
、
傍
ら
学
校
〔
東
洋
英
和
学
校
〕
の
方
に
も
勤
め
て
居
ら
れ

、
、
、
、

、
、

た
。
而
し
て
伝
道
の
機
関
と
し
て
月
刊
雑
誌
『
野
声
反
響
』
を
発
行
し
、
御
自

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

分
の
説
教
を
載
せ
て
居
ら
れ
た
。
其
編
輯
は
小
沢
孫
太
郎
氏
が
担
当
し
て
ゐ

、
、
、
、
、
ｅ

た
。
之
は
約
二
年
位
継
続
さ
れ
て
い
た
や
う
で
あ
る
」
と
伝
記
に
糸
え
る
。
同

２

じ
伝
記
の
中
の
他
の
記
述
と
併
せ
て
、
『
野
声
反
響
』
は
、
㈲
平
岩
の
個
人
経

営
の
月
刊
誌
、
口
小
沢
孫
太
郎
が
編
輯
、
日
明
治
二
十
二
年
か
ら
約
二
年
間
継

続
、
画
平
岩
の
説
教
・
「
時
事
問
題
」
の
論
評
を
掲
げ
て
い
た
、
等
の
諸
点
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
平
岩
の
雑
誌
発
行
の
動
機
に
つ
い
て
の
言
及
は

見
当
ら
な
い
。
け
だ
し
、
自
身
が
委
員
を
つ
と
め
て
い
た
『
美
会
新
報
』
ｌ

『
真
理
の
鏡
』
の
廃
刊
に
加
え
、
美
以
教
会
で
は
す
で
に
『
須
論
』
、
『
鉄
硯
』

と
い
っ
た
雑
誌
を
発
行
し
て
い
た
こ
と
、
更
に
、
一
般
雑
誌
界
に
も
み
ら
れ
る

３

如
く
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
と
し
て
新
し
い
時
代
風
潮
に
積
極

的
に
参
画
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
な
ど
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
野
声
反
響
』
の
発
行
を
い
ち
早
く
伝
え
た
の
は
『
福
音
週

報
』
で
あ
っ
た
。

(8)⑦
。
『
野
声
反
響
』
の
発
行

同
誌
二
八
一
号
（
同
一
二
・
一
二
）
三
・
ヘ
ー
ジ
。

『
福
音
週
報
』
一
六
号
（
明
治
二
三
・
六
・
二
七
）
四
。
ヘ
ー
ジ
。

八
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（
マ
マ
）

野
声
反
響
は
平
岩
恒
保
氏
及
び
其
他
有
名
な
る
人
々
の
説
教
、
論
説
等
を

掲
載
し
、
日
曜
日
に
会
堂
に
出
づ
る
能
は
ざ
る
人
の
糧
と
な
ら
ん
と
す
る
に

あ
り
、
委
細
は
広
告
に
付
て
見
ら
る
く
し
、
宗
教
界
も
一
つ
の
勢
力
を
加
へ

４

ん
と
す
、
吾
人
の
心
強
さ
知
る
べ
き
の
み
。

そ
し
て
、
文
中
に
も
あ
る
様
に
、
創
刊
号
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
。

野
声
反
響
第
一
号
本
月
十
日
発
克
毎
月
廿
日
発
見

「
野
声
反
響
」
は
一
教
会
、
一
宗
派
の
機
関
に
あ
ら
ず
、
独
立
独
歩
の
雑
誌

な
り
○
其
掲
く
る
所
は
牧
師
平
岩
恒
保
氏
の
説
教
及
び
有
名
な
る
内
外
諸
名

家
の
論
説
等
と
す
○
其
掲
く
る
所
の
文
字
は
正
面
的
、
実
際
的
、
通
俗
的
を

旨
と
す
○
其
目
的
は
教
会
に
出
席
し
て
説
教
を
聴
聞
す
る
こ
と
能
は
さ
る
者

の
為
に
心
霊
の
糧
を
供
し
且
つ
未
信
者
を
導
か
ん
と
欲
す
る
人
の
為
に
便
を

供
す
る
に
在
り
○
第
一
号
に
は
…
公
共
の
正
直
…
耶
蘇
の
流
血
：
．
品
格
の
造

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

営
…
○
平
岩
恒
保
君
の
説
教
…
大
蔵
次
官
渡
辺
国
武
君
…
○
前
ハ
ワ
イ
総
領

事
安
藤
太
郎
君
両
氏
の
論
説
其
他
雑
録
を
掲
く
く
し
○
定
価
一
部
前
金
七

（
雄
司
）

銭
〔
中
略
〕
五
部
以
上
一
割
引
十
部
以
上
二
割
引
郵
税
無
料
広
吾
料
廿
字
詰
一

行
に
付
一
回
五
銭

５

東
京
築
地
明
石
町
十
二
番
地
野
声
反
響
社

先
の
紹
介
文
は
こ
の
広
告
の
前
半
部
分
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

明
治
二
十
三
年
の
記
事
で
あ
り
、
予
告
通
り
『
野
声
反
響
』
第
一
号
は
同
年
十

二
月
十
日
に
発
行
さ
れ
た
。
前
の
伝
記
は
、
こ
の
雑
誌
の
発
行
時
そ
の
も
の
に

誤
り
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
原
本
に
基
づ
い
て
同
誌
の
全
体
像
を
検
討
し

て
お
こ
う
。

現
存
が
確
認
さ
れ
る
『
野
声
反
響
』
は
、
東
大
法
学
部
明
治
新
聞
雑
誌
文

６

７

庫
（
七
号
の
も
、
同
志
社
大
学
図
書
館
（
一
’
二
号
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ

頁
数
は
四
八
’
五
二
。
ヘ
ー
ジ
で
、
「
野
声
」
「
論
説
」
「
雑
録
」
「
広
告
」

（
八
号
の
段
「
批
評
」
）
の
四
欄
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
本
文
に
は
五
号
活
字
が
用

い
ら
れ
、
野
声
欄
は
一
・
ヘ
ー
ジ
に
一
四
行
、
一
行
に
四
一
字
、
論
説
・
雑
録
欄

は
同
じ
く
一
八
行
、
四
二
字
で
あ
る
。

定
価
は
一
部
七
銭
、
六
部
四
○
銭
、
一
二
部
八
○
銭
で
、
送
料
が
含
ま
れ
て

こ
で
、
同
志
社
大
学
所
蔵
本
（
図
書
請
求
番
号
国
呂
・
宇
農
）
に
よ
っ
て
、
ま
ず
書
誌

的
な
説
明
を
し
て
お
こ
う
。

同
所
蔵
本
は
二
号
分
が
合
冊
製
本
さ
れ
、
縦
二
○
・
横
一
四
糎
に
裁
断
さ

れ
て
い
る
。
表
紙
は
薄
茶
色
（
赤
色
も
ぁ
色
で
あ
る
。
表
紙
に
は
題
号
の
他
に

目
次
が
掲
げ
ら
れ
（
図
版
参
照
）
、
見
返
し
は
二
段
に
分
れ
、
上
段
に
「
野
声
反

響
例
言
」
（
一
号
は
全
面
）
、
下
段
は
前
号
目
次
穴
号
の
み
広
告
）
に
当
て
ら
れ
て

い
る
。
裏
表
紙
も
二
段
に
分
れ
、
上
段
に
広
告
、
下
段
は
定
価
表
・
配
達
規
則

・
奥
付
が
あ
る
。

八
八

『野声反響』創刊号表紙



い
る
。
大
口
需
要
者
に
対
し
て
、
五
部
以
上
一
割
、
十
部
以
上
二
割
の
割
引
き

が
な
さ
れ
た
。
殊
に
、
伝
道
師
・
バ
イ
ブ
ル
ウ
ー
マ
ン
・
学
生
の
購
読
者
に
は

一
部
五
銭
、
伝
道
の
た
め
に
数
十
部
以
上
を
必
要
と
す
る
時
に
は
定
価
の
二
分

８

－
（
三
銭
五
厘
）
で
頒
布
す
る
と
い
っ
た
配
慮
も
あ
る
。

奥
付
に
よ
る
と
、
発
行
兼
印
刷
人
は
平
野
善
太
郎
、
編
輯
人
は
小
沢
孫
太

郎
、
発
行
所
は
前
引
広
告
と
同
じ
で
あ
る
。
同
所
は
美
以
出
版
会
社
の
所
在
地

で
あ
り
、
そ
の
中
に
野
声
反
響
社
が
お
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
同
社
は
二

十
四
年
四
月
、
書
籍
部
・
出
版
部
が
分
離
独
立
し
、
前
者
は
メ
ソ
ヂ
ス
ト
出
版

９

舎
と
し
て
京
橋
区
竹
川
町
九
番
地
に
移
転
し
、
後
者
は
美
以
活
版
所
と
し
て
明

石
町
に
留
ま
っ
た
。
同
年
末
に
は
美
以
活
版
所
は
閉
鎖
さ
れ
る
が
、
こ
の
借
用

人
が
美
以
教
会
員
の
平
野
善
太
郎
で
あ
っ
た
。

編
輯
人
の
小
沢
孫
太
郎
は
明
治
十
九
年
に
甲
府
で
受
洗
し
、
翌
年
東
洋
英
和

学
校
神
学
部
に
入
学
、
二
十
四
年
に
卒
業
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
野
声
反
響
』

創
刊
当
時
は
神
学
生
で
あ
っ
た
。
彼
は
同
年
七
月
の
年
会
で
山
梨
県
の
東
部
教

⑩

会
の
主
任
教
師
に
任
命
さ
れ
、
谷
村
部
新
町
講
義
所
に
赴
任
し
、
地
方
紙
を
媒

⑪

介
と
し
た
ニ
ー
ー
ク
な
伝
道
活
動
を
行
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
が
実
質
的

に
編
輯
を
担
う
の
は
二
十
四
年
六
月
（
七
号
）
ま
で
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
奥

付
に
は
二
号
ま
で
編
輯
人
に
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
離
京
後
は
、
彼

⑫

に
な
ら
っ
て
東
洋
英
和
学
校
の
神
学
生
が
編
輯
に
当
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

各
号
の
発
行
日
は
、
明
治
二
十
三
年
十
二
月
十
日
（
一
号
）
、
同
二
十
四
年
一

月
二
十
日
三
号
）
、
二
月
二
十
一
日
（
三
号
）
、
四
月
二
日
（
四
号
）
、
四
月
二
十

一
日
（
五
号
）
、
五
月
二
十
一
日
（
六
号
）
、
六
月
二
十
日
（
七
号
）
、
七
月
二
十
一

日
（
八
号
）
、
八
月
二
十
五
日
（
九
号
）
、
九
月
二
十
五
日
（
一
○
号
）
、
十
月
二
十

六
日
（
二
号
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
表
紙
の
表
示
は
各
月
の
「
廿
日
」
（
一
、
二

号
は
奥
付
レ
ー
同
じ
）
と
な
っ
て
お
り
、
予
定
通
り
発
免
さ
れ
た
の
は
二
、
七
号
に
し

か
す
ぎ
な
い
。
こ
と
に
四
号
の
極
端
な
遅
れ
は
平
野
善
太
郎
の
病
気
が
原
因
で

⑬

あ
る
が
、
こ
う
し
た
遅
れ
は
、
編
輯
上
の
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

一
般
に
、
雑
誌
の
終
刊
の
時
期
を
確
定
す
る
こ
と
は
、
誌
面
に
そ
の
表
示
が

な
い
と
、
困
難
で
あ
る
。
『
野
声
反
響
』
も
、
現
存
す
る
二
号
に
は
終
刊
に

関
す
る
何
ら
の
言
及
も
、
ま
た
そ
れ
ら
し
き
徴
候
も
み
ら
れ
な
い
。
「
約
二
年

位
継
続
さ
れ
た
」
と
い
う
前
引
の
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
少
く
と
も
二
○
号
く
ら

い
ま
で
発
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
明
治
二
十
五
年
に
入
り
、
『
福

音
新
報
』
は
次
の
よ
う
な
記
事
を
掲
げ
、
『
野
声
反
響
』
の
終
刊
を
伝
え
た
。

平
岩
氏
最
近
の
護
教
に
広
告
し
て
云
く
、
野
声
反
響
は
小
沢
孫
太
郎
氏
編
輯

の
労
に
当
り
、
平
岩
氏
説
教
の
原
稿
を
集
め
、
美
以
活
版
所
借
用
人
平
野
善

太
郎
氏
出
版
し
た
る
も
の
に
て
、
会
計
出
納
は
平
野
氏
自
ら
之
に
任
じ
、
平

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

岩
氏
の
毫
も
与
り
知
ら
ざ
る
な
り
。
昨
年
十
一
月
其
の
第
十
二
号
出
版
の
際

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

活
版
所
閉
鎖
し
、
帳
簿
は
紛
雑
し
、
発
行
期
日
は
経
過
し
、
自
然
廃
刊
に
至

、
、
、
、
⑭

り
し
も
の
な
り
。

し
た
が
っ
て
、
同
志
社
大
学
所
蔵
本
が
『
野
声
反
響
』
の
全
て
で
あ
る
こ
と
に

な
る
。
と
ま
れ
、
こ
の
「
広
告
」
を
出
す
ま
で
に
当
事
者
の
続
刊
へ
の
努
力
が

払
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
実
質
的
な
発
行
母
体
で
あ
る
美
以
活
版
所
閉
鎖
と

い
う
事
態
の
外
に
、
名
儀
上
と
は
い
え
小
沢
が
既
に
離
京
し
て
い
た
こ
と
、
メ

ソ
ヂ
ス
ト
の
機
関
誌
と
し
て
『
護
教
』
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
平
岩
自
身
が
発

行
人
と
し
て
の
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
事
情
が
、
『
野
声
反
響
』
の
再
興

で
は
な
く
廃
刊
と
い
う
結
果
を
導
い
た
と
思
わ
れ
る
。

注
㈹
倉
長
巍
『
平
岩
恒
保
伝
』
（
昭
和
一
三
年
）
六
八
．
ヘ
ー
ジ
。

八
九



⑨
同
書
一
八
○
’
一
。
ヘ
ー
ジ
。
こ
の
部
分
は
平
岩
と
雑
誌
の
関
係
を
述
べ

て
い
る
。

③
西
田
長
寿
『
明
治
時
代
の
新
聞
と
雑
誌
』
（
昭
和
三
六
年
）
参
照
。
ま

た
、
仏
教
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
上
坂
倉
次

「
明
治
の
仏
教
新
聞
」
『
仏
教
』
一
巻
七
号
（
昭
和
一
○
年
）
参
照
。

い
『
福
音
週
報
』
三
九
号
（
明
治
二
三
・
一
二
・
五
）
二
・
ヘ
ー
ジ
。

⑤
同
一
五
・
ヘ
ー
ジ
。
同
じ
広
告
は
『
基
督
教
新
聞
』
三
八
五
号
（
同
）
に

も
あ
る
。

け
『
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
所
蔵
雑
誌
目
録
』
（
昭
和
五
四
年
）
。

⑦
『
同
志
社
大
学
雑
誌
新
聞
総
合
目
録
』
（
昭
和
四
四
年
）
。

⑧
「
社
告
」
『
野
声
反
響
』
五
号
裏
表
紙
見
返
し
。

側
『
護
教
』
の
場
合
、
こ
の
メ
ソ
ヂ
ス
ト
出
版
舎
内
に
護
教
社
が
お
か
れ

て
い
た
。

⑩
『
基
督
教
新
聞
』
四
一
七
号
（
明
治
二
四
・
七
・
二
四
）
三
・
ヘ
ー
ジ
。

⑪
「
虎
城
生
の
寄
書
」
『
福
音
新
報
』
三
○
号
（
明
治
二
四
・
一
○
・
九
）

六
’
七
。
ヘ
ー
ジ
。

⑫
倉
長
『
加
奈
陀
メ
ソ
ヂ
ス
ト
日
本
伝
道
概
史
』
（
昭
和
一
二
年
）
に
は
、

、

「
当
時
の
神
学
生
達
」
が
『
野
声
反
響
』
の
編
輯
を
手
伝
っ
た
と
、
複
数

で
表
わ
し
て
い
る
（
五
七
・
ヘ
ー
ジ
）
。

⑬
「
君
客
諸
君
に
稟
告
」
及
び
平
野
の
広
告
文
『
野
声
反
響
』
四
号
裏
表

紙
見
返
し
。

⑭
「
野
声
反
響
の
末
期
」
『
福
音
新
報
』
五
六
号
（
明
治
二
五
・
四
・
八
）

一
四
．
ヘ
ー
ジ
。

㈲
『
野
声
反
響
』
の
性
格
と
執
筆
陣

『
野
声
反
響
』
の
各
号
に
「
野
声
反
響
例
言
」
（
以
下
「
例
言
ｂ
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
ま
ず
全
文
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

一
本
誌
二
教
会
、
一
宗
派
ノ
機
関
ニ
ア
ラ
ズ
、
独
立
独
歩
ノ
雑
誌
ナ
リ
、

二
本
誌
二
掲
グ
ル
所
〈
平
岩
恒
保
氏
ノ
説
教
、
及
上
有
名
ナ
ル
内
外
諸
名

家
ノ
論
説
等
ト
ス
、

三
本
誌
所
掲
ノ
文
字
〈
、
正
面
的
、
実
際
的
、
通
俗
的
ヲ
旨
ト
ス
、

四
本
誌
ノ
目
的
〈
教
会
二
出
席
シ
テ
説
教
ヲ
聴
聞
ス
ル
ー
能
〈
ザ
ル
者
ノ

（
且
）

為
二
心
霊
ノ
糧
ヲ
供
シ
、
旦
シ
未
信
者
ヲ
導
カ
ン
ト
欲
ス
ル
人
ノ
為
二
便

ヲ
給
ス
ル
ニ
在
り
、

五
本
誌
題
シ
テ
「
野
声
反
響
」
ト
云
う
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
、
我
国
徳
教
ノ
荒

野
二
絶
叫
シ
テ
、
柳
力
道
義
ノ
上
二
益
ス
ル
所
ア
ラ
ン
ト
ス
レ
パ
ナ
リ
、

世
間
感
ヲ
之
卜
全
フ
ス
ル
ノ
士
〈
、
請
う
本
誌
二
寄
ス
ル
’
一
金
玉
ノ
作
ヲ

以
テ
ス
ル
ヲ
惜
ム
勿
レ
、

前
の
創
刊
号
広
告
の
前
半
部
は
こ
の
「
例
言
」
一
’
四
が
用
い
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
例
言
」
に
そ
っ
て
、
『
野
声
反
響
』
の
雑
誌
と

し
て
の
性
格
を
ゑ
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
「
例
言
」
二
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
同
誌
は
平
岩
の
説
教
を
中
心
と
し
て
編
輯
さ
れ
て
い
る
。
野
声
欄
に
説
教

が
掲
載
さ
れ
、
全
号
で
三
九
篇
（
草
稿
も
含
む
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
平

岩
の
も
の
が
三
一
篇
を
占
め
、
小
林
光
泰
（
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
）
、
本
多
庸
一
・

田
村
武
治
・
小
方
仙
之
助
（
美
以
教
会
）
、
田
村
直
臣
・
奥
野
昌
綱
・
星
野
光
多

〆
日
本
基
督
教
会
）
、
そ
し
て
ム
ー
デ
ー
の
説
教
が
各
一
篇
づ
つ
で
あ
る
。
平
岩
の

二
『
野
声
反
響
』
の
思
想

九
○



説
教
を
内
容
に
亘
っ
て
検
討
す
る
こ
と
は
い
ま
紙
幅
が
許
さ
な
い
の
で
、
控
え

ル
カ

マ
タ
イ
‐

る
が
、
説
教
の
典
拠
と
す
る
聖
句
は
、
新
約
の
路
加
伝
（
六
篇
、
以
下
同
）
、
摩
太
伝

マ
コ
ヨ
ハ
ネ
エ
ペ
ソ
ロ
マ
テ
モ
テ

宝
）
、
馬
可
伝
・
約
翰
伝
（
各
三
）
、
以
弗
所
耆
・
羅
馬
書
・
提
摩
太
後
書
・
希

プ
ル
ペ
テ
ロ
ダ
ニ
エ
ル

伯
来
書
・
彼
得
後
書
・
約
翰
第
一
書
（
各
こ
、
旧
約
の
詩
篇
・
筬
言
・
但
以
理
書

（
各
一
）
で
あ
る
。
野
声
欄
は
、
各
号
二
四
’
四
一
・
ヘ
ー
ジ
、
割
合
か
ら
ゑ
る
と

四
六
％
（
八
号
）
’
八
五
％
（
一
号
）
の
誌
面
を
占
め
て
お
り
、
当
時
の
キ
リ
ス
ト

教
誌
に
説
教
欄
が
設
け
ら
れ
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
の
割
合
を
も
つ
も
の
は
な
く
、

こ
こ
に
、
『
野
声
反
響
』
の
き
わ
立
っ
た
特
徴
を
ゑ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一

方
、
論
説
欄
に
は
、
山
路
愛
山
（
三
篇
）
、
平
岩
・
江
原
素
六
（
各
二
篇
）
、
カ
ッ

ク
ラ
ン
・
小
林
・
ホ
イ
チ
ン
ト
ン
命
．
弓
ご
言
ご
哩
○
ロ
）
・
原
野
彦
太
郎
（
各
一
篇
）

ら
、
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
関
係
者
の
他
に
、
安
藤
太
郎
・
渡
辺
国
武
・
田
村

Ｑ

武
治
・
月
峡
居
士
・
ス
テ
ー
プ
ン
ス
（
各
一
篇
）
ら
の
著
述
が
あ
る
（
連
載
も
一
篇
と

し
た
）
・
こ
の
執
筆
陣
の
顔
触
れ
は
、
．
教
会
、
一
宗
派
」
を
越
え
た
独
自
な

立
場
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
「
例
言
」
一
の
趣
旨
か
ら
み
れ
ば
、
同
誌
が
メ
ソ

ヂ
ス
ト
の
機
関
誌
で
あ
る
と
の
評
価
を
う
ゑ
だ
す
性
格
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
文
体
に
つ
い
て
は
、
野
声
欄
は
口
語
体
（
草
稿
を
除
く
）
で
表
記
さ
れ
、
ほ
と
ん

ど
の
漢
字
に
ル
ビ
が
ふ
ら
れ
て
い
る
が
、
論
説
・
雑
録
欄
は
文
語
体
で
、
一
切

ル
ビ
は
ふ
ら
れ
て
い
な
い
。
野
声
欄
の
配
慮
は
、
そ
れ
が
説
教
の
筆
記
で
あ
る

こ
と
と
と
も
に
、
「
例
言
」
四
と
も
関
連
し
よ
う
。
こ
の
四
に
つ
い
て
、
読
者

に
キ
リ
ス
ト
教
を
理
解
さ
せ
、
殊
に
教
理
上
の
疑
問
を
解
く
こ
と
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
事
実
、
一
読
者
は
平
岩
の
説
教
（
「
奇
蹟
通
論
」
二
号
）
に
よ
っ
て
、

②

「
奇
蹟
の
義
」
に
つ
き
「
大
に
了
解
す
る
所
有
之
」
と
伝
え
、
応
分
の
目
的
が

果
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
野
声
反
響
』
は
平
岩
の
牧
会
活
動
の

延
長
上
に
位
置
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
『
野
声
反
響
』
の
表
紙
に
は
「
基
督
教
之
関
鍵
」
（
四
号
）
「
耶

蘇
教
の
指
南
車
」
（
五
号
）
「
福
音
之
舞
鈴
」
（
六
量
「
人
類
社
会
の
説
明
者
」

（
七
号
）
と
い
う
言
葉
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
例
言
」
五
で
そ
の
由
来

が
述
べ
ら
れ
た
「
野
声
反
響
」
と
い
う
型
破
り
な
、
し
か
も
意
欲
的
な
題
号
と

併
せ
て
、
『
野
声
反
響
』
の
姿
勢
の
強
さ
を
示
し
て
い
よ
う
。

さ
て
、
同
誌
の
論
調
で
あ
る
が
、
そ
の
主
題
と
し
た
「
徳
教
」
に
つ
い
て
、

平
岩
の
説
教
の
他
に
、
江
原
「
真
誠
功
名
の
説
」
矢
号
）
、
田
村
武
治
「
家

族
」
（
八
号
）
、
愛
山
「
閨
教
論
」
（
九
’
一
○
号
）
、
な
ど
が
あ
り
、
江
原
「
急
務

中
ノ
急
務
」
穴
量
は
殊
に
商
業
活
動
に
お
け
る
経
済
倫
理
に
つ
い
て
述
べ
て

お
り
、
神
学
的
な
立
場
か
ら
ホ
イ
チ
ン
ト
ン
「
基
督
教
倫
理
学
」
（
七
・
九
号
）

が
あ
る
。
教
理
に
関
し
て
、
カ
ッ
ク
ラ
ン
（
佐
藤
顕
理
訳
）
「
有
神
教
理
の
変
遷
」
③

三
’
四
号
）
、
ハ
ワ
ル
ド
／
辻
沢
忠
斎
訳
）
「
科
学
的
法
式
に
よ
り
基
督
を
批
判
す
」

（
五
’
六
号
雑
録
）
、
原
野
彦
太
郎
「
贈
罪
論
」
（
八
号
）
な
ど
が
あ
り
、
殊
に
カ
ッ
ク

４

ラ
ン
の
論
文
は
「
必
ず
一
読
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
」
と
の
高
い
評
価
を
受

け
た
。
正
統
派
の
立
場
か
ら
自
由
キ
リ
ス
ト
教
を
論
じ
た
も
の
に
、
小
林
「
余

が
宇
宙
神
教
を
信
せ
ざ
る
理
由
」
（
五
号
）
、
平
岩
「
神
学
と
基
督
教
の
差
別
」

同
）
等
、
さ
ら
に
次
第
に
重
要
視
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
外
国
人
宣
教
師
問
題
に
つ

（
マ
マ
）

い
て
、
平
岩
が
「
在
日
本
外
国
宣
教
師
に
敬
告
す
」
（
六
・
八
号
）
を
発
表
し
て
い

ブ
（
》
○

以
上
み
て
き
た
『
野
声
反
響
』
の
立
場
は
、
創
刊
に
先
立
ち
宗
教
界
の
．

つ
の
勢
力
を
加
」
え
る
と
さ
れ
、
二
号
発
免
に
際
し
て
「
本
誌
全
体
の
有
様
一

層
整
頓
し
た
る
か
如
く
頗
る
末
頼
母
し
、
願
く
ぺ
号
を
追
ふ
て
健
全
な
る
発
達

５

を
な
さ
ん
こ
と
を
」
と
の
期
待
に
沿
う
も
の
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
自
由
キ

九
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リ
ス
ト
教
の
流
入
に
よ
り
動
揺
し
始
め
た
キ
リ
ス
ト
教
界
の
中
で
、
「
正
統
教

６

会
の
誕
児
」
と
自
称
し
た
『
護
教
』
の
よ
う
に
、
『
野
声
反
響
』
は
正
統
的
キ

リ
ス
ト
教
の
「
指
南
車
」
「
鐸
鈴
」
た
ら
ん
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

注

、

⑩
表
紙
目
次
に
は
「
月
弄
居
士
」
と
あ
る
が
、
本
文
に
従
っ
た
。
本
名
不

詳
。

⑨
平
岩
宛
重
野
健
造
（
静
岡
師
範
学
校
幹
事
）
書
簡
（
「
不
敬
事
件
に
関

す
る
書
簡
」
）
『
野
声
反
響
』
四
号
四
五
’
六
。
ヘ
ー
ジ
（
雑
録
）
・

側
こ
の
講
演
筆
記
は
、
明
治
二
十
五
年
二
月
、
桜
井
成
明
訳
に
よ
り
、
同

じ
表
題
で
基
督
教
書
類
会
社
か
ら
一
冊
の
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
刊
行
さ

れ
た
。
こ
れ
と
比
べ
る
と
、
雑
誌
掲
載
の
も
の
は
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

④
『
福
音
週
報
』
四
七
号
（
明
治
二
四
・
一
・
三
○
）
二
・
ヘ
ー
ジ
。

⑤
同
前
。

⑥
前
掲
拙
稿
参
照
。

。
『
野
声
反
響
』
の
「
徳
教
」
観

ｌ
教
育
勅
語
問
題
を
中
心
に

『
野
声
反
響
』
の
主
題
は
「
徳
教
ノ
荒
野
二
絶
叫
シ
」
そ
の
反
響
を
寄
び
起

こ
す
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
小
沢
孫
太
郎
の
「
本
誌
発
刊
の
趣
意
」
で
一

層
強
調
さ
れ
て
い
る
。
長
き
に
亘
る
が
全
文
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

大
旱
四
年
、
地
は
其
産
を
絶
ち
、
民
は
其
食
を
失
へ
る
は
、
湯
の
時
に
於
け

る
七
年
の
旱
勉
と
共
に
、
空
前
絶
後
の
災
害
と
こ
そ
云
ふ
へ
け
れ
、
時
に
カ

イ
タ
災
キ
カ
ホ

ル
メ
ル
の
顛
、
地
に
伏
し
、
其
面
を
膝
の
間
に
し
て
、
雨
を
祷
れ
る
者
を
、

．
ワ
カ
キ
モ
ノ

預
言
者
エ
リ
ヤ
と
す
、
彼
其
少
者
に
謂
ひ
て
曰
く
「
請
ふ
登
り
て
海
の
方
を

ナ
、
タ
ピ

望
め
」
と
、
彼
其
言
の
如
く
す
る
こ
と
七
次
に
及
び
、
回
り
報
じ
て
曰
く
「
視

ス
コ
シ

よ
海
よ
り
人
の
手
の
如
く
微
の
雲
起
る
」
と
、
エ
リ
ヤ
が
為
に
ア
ハ
プ
に
遣

か
ぜ
の
か
み
ソ
う

れ
る
急
使
は
、
蓋
し
中
途
に
し
て
、
八
峡
が
霄
漢
に
駆
せ
来
れ
る
黒
雲
よ

り
、
浦
然
、
澆
然
と
し
て
漉
き
出
せ
る
、
漉
雨
の
襲
妨
斯
と
な
り
し
な
る
べ

し
、
ヤ
コ
ブ
其
結
果
を
記
し
て
曰
く
「
地
そ
の
産
を
萌
出
せ
り
」
と
、

今
は
我
国
道
徳
界
の
大
旱
魅
な
り
、
誰
か
陰
雲
の
雨
を
天
心
に
輸
り
来
り
、

一
潟
千
里
、
傾
盆
の
勢
を
以
て
、
此
荒
野
を
潤
す
こ
と
を
望
ま
ざ
ら
ん
、
我

「
野
声
反
響
」
の
起
る
や
、
実
に
地
中
海
辺
に
エ
リ
ヤ
の
少
者
が
彼
に
回
報

せ
る
、
手
様
の
微
雲
な
る
よ
り
微
な
り
、
然
り
と
雛
も
、
其
後
来
に
期
す
る

所
〈
、
天
恵
の
青
雨
へ
と
進
化
し
、
以
て
道
徳
界
の
大
旱
魅
を
除
き
、
地
を

し
て
再
び
其
産
を
萌
せ
し
め
ん
と
す
る
に
在
り
、

若
し
夫
れ
成
功
と
失
敗
と
に
至
り
て
く
、
自
ら
数
の
定
ま
れ
る
も
の
有
て
存

す
る
な
る
べ
し
、
故
に
「
野
声
反
響
」
〈
、
其
身
命
を
「
適
者
生
存
」
号
に

托
し
て
、
狂
風
怒
涛
の
大
海
に
航
せ
ん
の
み
、
無
難
に
平
安
の
港
に
、
錠
を

投
す
る
を
得
（
幸
甚
し
と
雌
も
、
過
て
某
外
国
船
が
紀
洋
に
於
け
る
覆
徹
を

踏
む
こ
と
あ
る
も
、
敢
て
憾
と
せ
ざ
る
と
同
時
に
、
他
雑
誌
と
競
争
し
て
之

を
倒
し
、
以
て
己
を
立
て
ん
と
す
る
が
如
き
野
望
〈
「
野
声
反
響
」
の
な
し

能
は
さ
る
所
な
り
、
（
片
仮
名
ル
ビ
は
聖
書
に
基
づ
き
、
引
用
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
）

小
沢
は
ま
ず
、
列
王
紀
略
に
基
づ
い
て
預
言
者
エ
リ
ア
の
事
蹟
を
引
照
し
、
そ

れ
を
ヤ
コ
ブ
の
言
葉
で
意
義
づ
け
る
。
次
い
で
「
道
徳
界
の
大
旱
魅
」
と
い
う

現
況
の
中
で
、
行
末
は
エ
リ
ア
の
預
言
し
た
「
天
恵
の
膏
雨
」
へ
と
進
化
す
べ

き
一
滴
た
ら
ん
と
す
る
『
野
声
反
響
』
の
抱
負
を
述
べ
る
。
そ
こ
に
は
、
唯
一

神
信
仰
確
立
に
多
大
の
寄
与
を
し
た
エ
リ
ア
を
も
ち
出
す
こ
と
で
、
日
本
と
い
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う
「
地
」
に
「
産
」
、
す
な
わ
ち
新
し
い
生
命
を
萌
出
さ
せ
る
も
の
が
キ
リ
ス

ト
教
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
野

声
反
響
』
を
大
海
を
行
く
船
に
例
え
て
航
行
の
思
い
を
表
明
す
る
が
、
結
果
的

に
は
教
界
内
の
淘
汰
で
は
な
く
「
狂
風
怒
濤
」
に
も
ま
れ
、
一
年
足
ら
ず
し
て

廃
刊
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
『
野
声
反
響
』
の
「
徳
教
」
観
を
検
討
す
る
時
、
同
誌
の
創
刊
に
先
立

つ
約
一
カ
月
前
に
教
育
勅
語
が
発
布
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
と
い
う
の
は
、
右
の
発
刊
趣
意
に
言
う
「
道
徳
界
の
大
旱
魅
」
に
対
す
る

姿
勢
は
、
教
育
勅
語
を
論
評
し
た
「
十
月
三
十
日
の
勅
語
を
読
む
」
（
無
署
名
、

一
号
）
の
中
で
具
体
的
に
陳
述
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

我
が
邦
維
新
以
来
葱
に
年
を
重
ぬ
る
僅
か
に
二
十
有
余
年
、
格
物
致
知
の
道

大
に
開
け
世
の
所
謂
物
質
的
文
明
の
度
〈
著
し
く
進
歩
し
た
り
。
然
り
と
雌

ど
も
独
り
徳
教
の
如
き
〈
其
進
歩
に
伴
〈
ず
、
或
〈
維
新
以
前
に
比
制
し
て

退
歩
し
た
る
如
き
非
況
な
き
に
非
す
。
今
や
我
か
国
体
の
精
華
と
称
す
る
忠

孝
信
義
の
道
、
既
に
人
心
を
御
す
る
の
権
を
失
ひ
世
間
徳
義
を
重
す
る
の
精

神
甚
だ
乏
し
、
此
れ
識
者
を
し
て
夙
に
悲
泣
歎
息
せ
し
め
た
る
事
実
に
あ
ら

ず
や
。

つ
ま
り
、
「
道
徳
界
の
大
旱
魅
」
は
明
治
社
会
の
物
質
的
進
展
に
在
来
の
倫
理

で
あ
る
「
忠
孝
信
義
の
道
」
が
既
に
「
人
心
を
御
す
る
の
権
」
を
喪
失
し
た
こ

と
か
ら
生
じ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
明
治
国
家
の
教
育
勅
語
発
布

の
意
図
を
「
我
が
国
民
の
単
に
物
質
的
文
明
の
途
上
に
狂
奔
す
る
を
呼
び
止

め
、
翻
て
祖
先
の
美
風
を
記
憶
せ
し
め
、
以
て
物
質
的
事
物
と
徳
義
風
教
の
註

（
マ
マ
）

進
、
真
誠
な
る
文
明
の
域
に
致
ら
し
め
ん
と
欲
し
賜
ふ
て
然
せ
し
な
ら
ん
」
と

付
度
す
る
と
き
、
勅
語
起
稿
者
の
キ
リ
ス
ト
教
排
撃
の
立
場
に
夢
想
だ
に
及
ぱ

い
ど
こ
ろ
か
、
勅
語
の
〃
精
神
“
と
キ
リ
ス
ト
教
ｌ
『
野
声
反
響
』
の
唱
え

ん
と
す
る
「
徳
教
」
が
同
一
化
さ
れ
て
い
く
。

今
や
我
邦
社
会
の
組
織
全
く
一
変
せ
り
、
〔
中
略
〕
此
一
変
せ
る
新
社
会
に
於

て
我
か
国
民
を
し
て
天
道
を
守
り
、
人
倫
を
立
て
、
以
て
其
人
た
る
天
性
を

全
ふ
せ
し
め
、
以
て
我
か
国
体
の
精
華
を
維
持
せ
し
め
ん
に
〈
、
更
に
一
大

新
力
を
要
す
。
〔
中
略
〕
耶
蘇
教
即
ち
天
よ
り
来
れ
る
斯
の
大
新
力
な
り
、
我

国
民
其
真
意
を
悟
り
、
之
を
奉
す
る
に
到
れ
（
、
現
今
徳
教
の
悲
況
を
救

ひ
、
善
く
君
に
忠
に
、
父
母
に
孝
に
、
兄
弟
に
友
に
、
夫
婦
相
和
し
、
朋
友

相
信
し
、
愛
国
の
情
に
篤
く
、
以
て
祖
先
の
遺
風
を
持
続
し
て
更
に
光
輝
を

放
た
ん
こ
と
復
疑
ふ
く
か
ら
ず
。

社
会
の
進
展
に
伴
っ
て
倫
理
も
変
る
と
い
う
こ
と
は
明
治
初
年
以
来
の
キ
リ
ス

ト
教
徒
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
、
ま
た
、
維
新
以
来
の
物
質
的
発
展
と
倫
理
の
停
２

滞
と
い
う
破
行
性
も
、
す
で
に
『
六
合
雑
誌
』
創
刊
時
に
唱
え
ら
れ
て
い
た
。

し
か
も
、
二
十
年
代
に
入
る
と
、
禁
酒
・
廃
娼
な
ど
の
具
体
的
な
道
徳
改
良
運

動
が
強
く
推
進
さ
れ
、
多
く
の
雑
誌
も
発
行
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
時

期
に
は
も
は
や
西
洋
文
明
を
一
元
的
に
理
想
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
徒
と
い
え
ど
も
、
西
洋
の
国
王
と
は
類
を
異
に
す
る
固
有
の
血
統

、
、

を
も
つ
〃
無
比
〃
の
存
在
と
し
て
の
天
皇
の
臣
民
で
あ
る
と
い
う
国
民
性
が
憲

法
に
よ
っ
て
明
文
化
さ
れ
、
更
に
教
育
勅
語
は
宗
教
的
表
現
を
避
け
て
絶
対
的

な
価
値
基
準
（
皇
祖
皇
宗
の
遺
訓
」
）
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
表
面
的
に
は
異
文
化

の
宗
教
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
を
も
包
摂
す
る
〃
普
遍
″
的
側
面
を
も
も
っ
て
い

た
。
『
野
声
反
響
』
は
す
で
に
失
墜
し
た
「
忠
孝
信
義
の
道
」
を
「
国
体
の
精

華
」
と
と
ら
え
、
そ
れ
を
再
生
さ
せ
「
祖
先
の
遺
風
を
持
続
し
て
更
に
光
輝
を

放
つ
」
．
大
新
力
」
こ
そ
が
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
と
し
て
、
表
現
上
の
類
似

九



も
併
せ
て
、
勅
語
と
キ
リ
ス
ト
教
を
関
係
付
け
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
楽
天
的
な
思
い
と
は
裏
腹
に
、
教
育
勅
語
は
キ
リ
ス
ト

教
排
撃
の
新
た
な
拠
り
処
と
な
っ
た
。
度
重
な
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
〃
不
敬
″

事
件
や
「
宗
教
と
教
育
の
衝
突
」
論
争
を
惹
起
・
誘
引
し
、
キ
リ
ス
ト
教
界
に

大
き
な
打
撃
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
明
治
二
十
四
年
一
月
、
内
村
鑑
三

不
敬
事
件
と
し
て
早
く
も
あ
ら
わ
れ
た
。
事
の
起
こ
り
は
、
第
一
高
等
中
学
校

の
始
業
式
上
、
嘱
託
教
員
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
内
村
が
教
育
勅
語
の
戻
署
拝
礼

を
蹟
階
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
「
尊
影
拝
礼
の
拒
絶
」
と

３

い
う
誤
聞
も
交
え
、
一
勢
に
内
村
の
〃
不
敬
“
を
非
難
し
、
併
せ
て
そ
の
鉾
先

は
キ
リ
ス
ト
教
そ
の
も
の
の
排
撃
へ
と
向
け
ら
れ
た
。

『
野
声
反
響
』
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
平
岩
の
「
第
一
高
等
中
学
校
不
敬

事
件
に
就
て
」
（
三
号
）
を
掲
げ
た
。
前
半
は
内
村
の
「
尊
影
拝
礼
」
拒
否
と
い

う
誤
聞
に
基
づ
き
肖
像
拝
礼
に
つ
い
て
論
じ
、
後
半
で
は
直
接
内
村
か
ら
事
件

の
真
相
を
聴
問
し
た
の
ち
、
改
め
て
勅
語
（
哀
署
）
拝
礼
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ

（
マ
マ
）

て
い
る
。
肖
像
拝
礼
に
つ
い
て
、
「
耶
蘇
信
者
た
り
と
雛
、
固
よ
り
我
天
子

（
マ
マ
）

の
尊
影
に
対
し
敬
礼
を
尽
す
、
猶
天
子
御
自
身
に
対
す
る
に
異
な
ら
ず
、
是

れ
君
臣
の
分
た
り
、
情
た
り
」
と
述
べ
、
「
宗
教
的
分
子
を
含
ま
」
な
い
「
人

間
社
会
君
臣
間
の
敬
礼
」
に
す
ぎ
な
い
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
拒
絶

◎
◎

し
た
内
村
を
「
天
子
に
対
し
て
不
敬
の
所
為
な
り
」
（
原
圏
点
）
と
批
判
す
る
。
し

か
し
、
真
相
が
判
明
し
た
後
、
「
其
所
為
の
不
敬
な
る
や
否
や
〈
、
之
を
論
評

せ
ざ
れ
ど
も
」
と
速
断
を
避
け
、
勅
語
捧
読
の
儀
式
化
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
へ

の
キ
リ
ス
ト
教
攻
撃
の
反
論
へ
と
主
題
を
移
す
。
そ
の
儀
式
化
に
つ
い
て
は

「
新
奇
の
こ
と
」
と
し
て
難
色
を
示
す
が
、
そ
こ
で
の
拝
礼
が
「
皇
上
に
対
す
る

敬
礼
な
り
と
云
へ
る
が
満
校
の
輿
論
な
ら
ば
、
内
村
氏
は
之
に
背
く
べ
か
ら
ざ

九
四

る
な
り
」
と
現
実
を
追
認
す
る
姿
勢
を
承
せ
る
。
し
か
し
、
「
彼
〔
キ
リ
ス
ト
教
徒
〕

の
精
霊
な
き
も
の
は
拝
せ
ず
と
の
信
念
〈
玉
体
に
接
す
る
に
非
さ
れ
ば
鳳
萱
に

対
す
と
雌
と
も
敬
せ
す
と
い
ふ
の
結
果
を
生
ず
」
と
い
う
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

キ
リ
ス
ト
教
非
難
に
対
し
て
、
「
勅
書
に
対
す
る
大
切
な
る
敬
礼
は
、
之
を
拝

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

読
す
る
と
き
、
謹
慎
敬
聴
す
る
こ
と
、
主
上
の
前
に
あ
る
が
如
く
、
又
其
御
主

意
の
あ
る
処
を
服
麿
し
、
能
く
之
を
身
に
遵
守
す
る
に
あ
り
」
と
の
自
身
の
勅

語
観
か
ら
反
駁
し
、
「
吾
人
〈
上
野
博
物
館
に
行
き
、
槙
上
に
列
置
せ
る
御
鳳

董
に
向
ひ
、
一
々
低
頭
せ
ざ
る
を
得
ず
、
又
皇
城
の
御
門
傍
を
性
来
す
る
時
一

々
低
頭
拝
礼
せ
ざ
る
を
得
ず
。
叉
主
上
の
御
乗
馬
〈
、
之
れ
に
逢
ふ
と
き
一
々

低
頭
拝
礼
せ
さ
る
を
得
ず
」
と
耶
喰
す
る
。
そ
れ
は
四
号
雑
録
「
村
越
蒼
洲
を

切
れ
／
・
画
双
紙
屋
の
前
に
鮠
け
／
・
日
本
の
歴
史
を
読
む
勿
れ
／
，
歌
か
る

た
を
遊
ぶ
勿
／
・
」
（
無
署
名
）
で
頂
点
に
達
す
る
。

如
何
と
な
れ
パ
村
、
蒼
〈
彼
の
鎭
細
工
に
由
て
至
尊
の
御
像
を
造
り
、
落
語

家
、
河
原
乞
食
、
手
品
師
等
の
像
と
一
列
に
陳
し
見
せ
物
と
な
し
た
れ
ぱ
な

恥
叩
ノ
、
如
何
と
な
れ
（
各
画
双
紙
屋
に
至
尊
の
御
像
を
雲
き
居
れ
（
な
り
、

（
勅
）

如
何
と
な
れ
（
其
毎
葉
に
御
名
あ
り
、
又
処
々
詔
赦
を
見
る
が
故
に
到
底
拝

礼
の
煩
に
堪
へ
ざ
る
可
れ
ぱ
な
り
、

如
何
と
な
れ
（
御
名
御
味
間
々
其
中
に
散
在
し
て
あ
る
が
故
に
是
叉
拝
礼
の

煩
に
堪
へ
ざ
る
可
れ
（
な
り
、

こ
の
よ
う
に
、
平
岩
Ｉ
『
野
声
反
響
』
は
、
キ
リ
ス
ト
教
攻
撃
に
は
徹
底
し

４

て
戦
う
が
、
肖
像
拝
礼
・
勅
語
捧
読
そ
の
も
の
に
対
し
て
は
天
皇
と
の
人
格
的⑤

関
係
を
応
用
し
、
宗
教
的
・
信
仰
上
の
問
題
に
ま
で
昂
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
直
接
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
愛
山
生
「
徳
川
氏
Ⅱ
対
Ⅱ
羅
馬



教
」
（
四
号
）
に
も
、
同
事
件
に
関
連
し
た
意
見
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

は
天
草
の
乱
と
い
う
歴
史
的
事
件
に
素
材
を
と
り
つ
つ
、
信
仰
迫
害
を
国
家
的

レ
ヴ
ェ
ル
で
問
題
と
す
る
。

然
れ
ど
も
主
義
〈
其
信
仰
た
り
、
抽
象
的
の
理
論
た
る
間
に
於
て
国
家
の
上

に
影
響
を
及
ぼ
す
へ
き
も
の
に
非
ず
、
若
し
信
仰
如
斯
し
理
論
如
斯
の
前
提

よ
り
単
刀
直
入
に
帰
結
を
推
究
し
て
干
渉
せ
ん
と
せ
（
、
直
ち
に
人
を
し
て

見
せ
し
め
ず
思
は
し
め
ざ
る
に
如
か
ず
、
分
明
是
れ
潭
て
の
人
心
を
殺
し
了

せ
ん
と
す
る
者
な
り
、
封
建
制
度
如
斯
に
し
て
始
め
て
維
持
す
へ
く
ん
ぱ
是

れ
封
建
制
度
〈
人
心
を
殺
し
了
す
る
者
な
り
、

愛
山
の
歴
史
認
識
に
お
い
て
、
類
推
的
方
法
に
よ
っ
て
過
去
は
現
在
に
相
通
ず

６

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
一
文
も
、
「
今
」
に
つ
い
て
論
評
し
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
明
治
国
家
の
宗
教
へ
の
姿
勢
如
何
に
よ
っ
て
は
、
崩
れ
去
っ
た
「
封
建
制

度
」
の
二
の
舞
に
な
る
と
の
警
告
で
あ
る
。
「
如
何
な
る
場
合
に
も
宗
教
上
の

迫
害
は
害
悪
な
り
」
と
の
結
論
は
、
思
想
・
信
仰
の
自
由
を
求
め
る
愛
山
な
り

の
表
明
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
平
岩
Ｉ
『
野
声
反
響
』
の
内
村
事
件
へ
の
対
応

は
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
強
硬
派
と
目
さ
れ
た
人
々

（
押
川
万
義
、
植
村
正
久
、
三
並
良
、
丸
山
通
一
、
巌
本
善
治
）
は
『
福
音
週
報
』
等
に
共
同
声

⑦

明
を
発
表
し
、
国
粋
主
義
者
に
論
戦
を
挑
ん
だ
。
特
に
植
村
は
、
「
吾
人
は
新

教
徒
と
し
て
、
万
王
の
王
た
る
基
督
の
肖
像
す
ら
礼
拝
す
る
こ
と
を
好
ま
ず
」

と
の
立
場
か
ら
、
天
皇
の
肖
像
拝
礼
を
拒
絶
し
、
勅
語
拝
礼
も
学
校
当
局
者
の

「
痴
愚
な
る
頭
脳
の
妄
想
」
か
ら
「
紛
議
を
生
ず
べ
き
習
慣
」
を
作
り
出
し
た

の
で
あ
り
、
単
な
る
反
駁
に
留
ま
ら
ず
、
小
・
中
学
校
か
ら
「
是
等
の
習
俗
を

一
掃
す
る
こ
と
は
国
民
の
義
務
な
り
」
と
ま
で
断
言
し
、
そ
の
た
め
に
『
福
音

週
報
』
は
発
禁
処
分
と
な
っ
た
ｐ
植
村
の
こ
の
姿
勢
は
、
ど
こ
ま
で
も
宗
教
上

の
問
題
と
し
、
信
仰
の
問
題
と
し
て
勅
語
拝
礼
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
植
村
の
姿
勢
か
ら
み
れ
ば
、
平
岩
の
「
主
上
の
前
に
あ
る
が
如
く
」

と
の
そ
れ
は
き
わ
め
て
消
極
的
で
あ
る
こ
と
が
瞭
然
で
あ
る
。
丸
山
通
一
は
、

平
岩
の
対
応
を
「
応
変
政
治
」
に
圧
倒
さ
れ
た
「
杼
意
主
義
」
で
あ
り
、
「
其

の
抽
象
的
の
理
論
に
止
ま
る
と
、
基
督
教
の
歴
史
を
顧
糸
ざ
る
と
、
将
来
の
利
９

害
を
慮
ら
ざ
る
」
と
の
欠
点
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
酷
評
し
た
の
で
あ
る
。

丸
山
は
同
じ
論
説
の
中
で
、
内
村
事
件
が
「
教
会
全
躰
の
輿
論
」
と
な
ら
ず

に
終
っ
た
理
由
に
、
「
〔
そ
の
事
件
が
〕
宗
教
的
の
臭
味
を
有
せ
ざ
る
と
、
非
宗
教

的
の
説
明
続
出
せ
し
と
、
一
般
信
徒
に
直
接
の
痛
痒
を
与
へ
ざ
る
と
、
国
家
主

⑩

義
の
教
会
主
義
を
圧
倒
」
し
た
こ
と
を
数
え
た
が
、
こ
れ
ら
は
キ
リ
ス
ト
教
排

撃
を
目
論
む
陣
営
ば
か
り
で
な
く
、
平
岩
の
姿
勢
に
も
み
ら
れ
た
よ
う
に
、

教
界
内
部
に
も
そ
れ
を
助
長
す
る
士
壌
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
、
長
く
続
く

〃
試
煉
の
時
代
叩
を
準
備
し
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

注
①
梅
渓
昇
『
明
治
前
期
政
治
史
の
研
究
』
増
補
版
（
一
九
七
八
年
）
第
三

章
「
井
上
毅
の
思
想
的
性
格
」
参
照
。

⑨
「
六
合
雑
誌
発
刊
ノ
趣
意
」
『
六
合
雑
誌
』
一
号
（
明
治
一
三
・
一
○

●
一
一
）
Ｏ

⑧
こ
の
譜
伝
は
、
後
に
も
長
く
続
く
。
山
路
愛
山
「
現
代
日
本
教
会
史

論
」
、
開
国
百
年
記
念
文
化
事
業
会
編
『
明
治
文
化
史
』
第
六
巻
「
宗
教
」

編
（
昭
和
二
九
年
）
参
照
。

側
平
岩
の
天
皇
観
は
「
聖
寿
万
歳
」
（
二
号
、
野
声
）
で
窺
う
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
は
ダ
’
三
ル
書
に
基
づ
き
、
「
聖
寿
の
万
歳
な
ら
ん
こ
と
を

九
五



祈
る
べ
き
」
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
日
「
睦
仁
陛

下
は
私
共
の
皇
帝
」
で
あ
る
こ
と
、
。
「
私
共
に
対
し
て
最
多
の
善
」
す

な
わ
ち
、
封
建
制
の
打
破
、
人
民
階
級
の
矯
正
、
教
育
制
度
の
完
備
、
外

交
・
権
利
の
拡
張
、
そ
し
て
信
仰
自
由
の
公
認
な
ど
を
「
な
し
下
さ
れ

た
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
契
約
的
観
念
を
も
っ
て
天
皇
を
観

て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

⑥
平
岩
の
論
説
に
対
す
る
読
者
の
反
応
は
投
書
に
よ
っ
て
窺
わ
れ
る
。
一

つ
は
、
大
体
に
お
い
て
肯
定
す
る
が
臂
え
が
「
極
端
論
」
で
あ
る
と
い
う

も
の
（
「
在
峡
松
野
源
四
郎
氏
よ
り
」
四
号
雑
録
）
、
も
う
一
つ
は
、
全

く
賛
同
す
る
も
の
（
前
掲
「
不
敬
事
件
に
関
す
る
書
簡
」
）
で
あ
っ
た
。

㈲
愛
山
の
歴
史
認
識
と
、
思
想
形
成
に
お
け
る
そ
の
位
置
付
け
に
つ
い

て
、
拙
稿
「
近
代
日
本
の
市
民
思
想
ｌ
山
路
愛
山
」
（
今
中
寛
司
編

『
維
新
変
革
思
想
の
研
究
』
未
刊
）
で
、
筆
者
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
て

お
い
た
。

⑦
小
沢
前
掲
書
。

⑥
「
不
敬
事
件
と
基
督
教
」
『
福
音
週
報
』
五
○
号
（
明
治
二
四
・
二
・

二
○
）
一
’
二
。
ヘ
ー
ジ
。

側
⑩
「
基
督
教
会
拝
像
暦
〔
歴
〕
史
一
斑
」
『
真
理
」
二
○
号
（
明
治
二

四
・
五
・
三
○
）
三
八
五
’
八
・
ヘ
ー
ジ
。
丸
山
が
こ
の
中
で
指
し
て
い
る

平
岩
の
論
説
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
何
ら
の
言
及
が
な
か
っ
た
（
小
沢
前

掲
書
参
照
）
が
、
本
論
中
で
紹
介
し
た
「
第
一
高
等
中
学
校
不
敬
事
件
に

就
て
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

結
び

明
治
二
十
三
年
末
か
ら
一
年
足
ら
ず
の
期
間
に
、
わ
ず
か
三
号
し
か
発
行

さ
れ
な
か
っ
た
『
野
声
反
響
』
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
代
表
的
な
雑
誌
で
あ
る

『
六
合
雑
誌
』
や
『
女
学
雑
誌
』
な
ど
か
ら
見
れ
ば
、
〃
三
号
雑
誌
側
の
部
類

に
入
ろ
う
。
だ
が
、
当
時
の
キ
リ
ス
ト
教
雑
誌
の
大
半
が
数
年
な
ら
ず
し
て
消

息
を
絶
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
必
ず
し
も
特
異
で
は
な
い
。
明
治
三
十
年
代
に

、

入
る
と
、
「
野
声
の
反
響
」
と
題
号
が
誤
ま
っ
て
伝
え
ら
れ
た
の
も
已
む
を
得

な
か
っ
た
と
は
い
え
、
多
く
の
雑
誌
が
そ
の
存
在
す
ら
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
に
比
べ
れ
ば
、
『
野
声
反
響
』
が
他
誌
と
異
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
評
者
の

脳
裏
に
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
外
的
に
は
神
学
的
動

揺
の
中
で
、
『
野
声
反
響
』
が
正
統
派
キ
リ
ス
ト
教
の
新
し
い
勢
力
を
形
成
し

よ
う
と
し
た
意
欲
と
、
雑
誌
そ
の
も
の
の
性
格
か
ら
す
れ
ば
、
平
岩
惰
保
の
説

教
を
中
心
と
す
る
編
集
の
独
自
性
に
あ
っ
た
。
平
岩
に
つ
い
て
い
え
ば
、
直
接

に
発
行
人
・
編
輯
人
を
名
乗
ら
な
か
っ
た
が
、
同
誌
の
発
行
は
彼
の
牧
会
活
動

の
延
長
に
位
置
す
る
事
業
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

『
野
声
反
響
』
の
創
刊
は
、
時
恰
も
、
国
民
の
精
神
的
統
合
を
意
図
し
た
教

育
勅
語
発
布
の
直
後
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
普
遍
宗
教
に
立
脚
す
る

『
野
声
反
響
』
は
そ
の
〃
普
遍
″
と
伝
統
と
い
う
〃
特
殊
″
の
狭
間
で
、
歴
史

的
に
無
力
化
し
た
伝
統
倫
理
（
「
忠
孝
信
義
の
道
」
）
を
「
国
体
の
精
華
」
と
と
ら

え
、
そ
こ
に
キ
リ
ス
ト
教
を
鼓
吹
す
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
。
こ
こ
に
『
野

声
反
響
』
の
「
徳
教
」
論
の
基
礎
が
据
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
内
村

鑑
三
の
〃
不
敬
″
事
件
が
教
育
勅
語
の
哀
署
拝
礼
を
契
機
と
し
て
発
生
し
た
と

き
、
そ
れ
は
宗
教
外
の
社
会
的
儀
礼
で
あ
る
と
し
て
、
偶
像
崇
拝
に
係
わ
る
キ
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リ
ス
ト
教
信
仰
の
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
儀
式
化
に
つ
い
て
も
現
実
の

事
態
を
追
認
し
、
「
応
変
政
治
」
に
屈
し
た
「
粍
意
主
義
」
で
あ
る
と
批
判
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
は
教
界
の
大
勢
を
代
表
し
た
意
見
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
そ
こ
に
、
明
治
二
十
年
代
か
ら
長
く
続
く
キ
リ
ス
ト
教
の
〃
試
煉
の

時
代
〃
を
も
た
ら
し
た
教
界
内
部
の
姿
勢
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

平
岩
一
個
人
に
限
定
し
て
み
れ
ば
、
や
が
て
『
我
国
体
と
基
督
教
』
（
明
治

２

二
七
年
）
に
ゑ
ら
れ
る
国
体
論
成
立
に
お
い
て
、
明
治
十
年
代
の
「
弁
妄
批
評
」

「
我
邦
に
於
て
神
道
仏
法
の
後
状
如
何
を
論
ず
」
等
の
在
来
宗
教
批
判
を
「
国

体
の
精
華
」
へ
と
結
晶
さ
せ
る
過
程
に
『
野
声
反
響
』
は
位
置
し
、
そ
の
素
型

を
承
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
『
野
声
反
響
』
に
お
け
る
山
路
愛
山
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
て

、
、

お
こ
う
。
彼
の
立
場
は
同
誌
八
号
表
紙
に
「
次
号
よ
り
愛
山
生
の
傑
作
に
係
る

閨
教
論
を
連
載
す
」
と
の
予
告
が
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
よ
う
。
表
紙

に
『
野
声
反
響
』
そ
の
も
の
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
ば
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は

あ
っ
た
が
、
個
人
に
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
た
だ
こ
の
一
例
の
承
で
あ
る
。
こ

と
さ
ら
に
愛
山
の
「
閨
教
論
」
を
表
紙
に
予
告
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
同
誌

の
目
的
に
沿
う
論
説
で
あ
っ
た
こ
と
が
主
因
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、

「
精
神
的
改
革
」
を
唱
え
る
若
き
伝
道
師
と
し
て
、
教
会
内
で
嘱
目
さ
れ
る
存

在
と
し
て
愛
山
が
あ
っ
た
こ
と
、
更
に
、
そ
の
名
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆

に
雑
誌
そ
の
も
の
の
性
格
が
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
る
、
そ
う
し
た
立
場
に
愛
山
が
立

っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

注
①
『
六
合
雑
誌
』
は
明
治
十
三
年
か
ら
大
正
十
年
ま
で
四
八
一
号
が
、

『
女
学
雑
誌
』
は
明
治
十
八
年
か
ら
三
十
七
年
ま
で
五
二
六
号
が
発
行
さ

れ
た
。
そ
の
他
、
「
基
督
教
新
聞
』
や
『
福
音
新
報
』
、
『
護
教
』
の
週

刊
誌
は
改
題
な
ど
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
昭
和
期
ま
で
継
続
し
て
発
行
さ

れ
た
。

②
参
考
の
た
め
そ
の
目
次
を
掲
げ
て
お
く
。
第
一
段
緒
言
、
第
二
段
我
が

国
体
（
其
ご
精
華
、
第
三
段
我
が
国
体
（
其
二
）
神
道
、
第
四
段
基
督

教
の
教
旨
、
第
五
段
国
家
主
義
と
基
督
教
、
第
六
段
国
粋
保
存
。

⑧
『
野
声
反
響
』
の
第
八
号
広
告
（
『
基
督
教
新
聞
」
四
一
八
号
、
『
福

音
新
報
』
二
○
号
）
に
も
、
同
文
の
予
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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